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４
月
17
日
、
市
の
連
合
区
長
会
が

開
か
れ
、
今
年
度
の
連
合
区
長
会
長

に
、
正
木
路
雄
さ
ん
（
陶
町
）
が
、

副
会
長
に
は
古
田
敏
文
さ
ん
（
土
岐

地
区
）
と
加
知
弘
至
さ
ん
（
稲
津
町
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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み
な
さ
ん
、
『
行
政
相
談
』
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
？

行
政
相
談
と
は
、
国
の
役
所
や
Ｊ

Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕

事
、
ま
た
、
国
が
県
や
市
町
村
に
委

任
し
た
り
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る

仕
事
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
に
苦
情

や
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の
解
決
の

促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

県
内
の
全
市
町
村
に
総
務
庁
長
官

が
委
嘱
し
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
『
行
政
相
談
委
員
』
を
配
置
し

て
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

瑞
浪
市
で
は
、
加
納
光
明
さ
ん

（
稲
津
町
萩
原
６
５
９
番
地
、

６

８
―
４
６
７
１
）
と
大
熊
和
子
さ
ん

（
土
岐
町
７
２
２
３
番
地
の
３
、

６
８
―
６
７
３
７
）
に
『
行
政
相
談

委
員
』
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

５
月
17
日
〜
23
日
の
１
週
間
は
、

こ
の
行
政
相
談
委
員
制
度
を
み
な
さ

ん
に
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
あ
な
た

の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
日
は
、
『
広
報
み
ず
な
み
』

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
当
日

都
合
の
悪
い
方
は
、
行
政
相
談
委
員

の
自
宅
や
電
話
、
手
紙
で
も
受
け
付

け
て
い
る
ほ
か
、
総
務
庁
岐
阜
行
政

監
察
事
務
所
（
岐
阜
市
金
竜
町
５
―

13

岐
阜
合
同
庁
舎
、　

０
５
８
―

２
４
６
―
１
１
０
０
）
で
は
、
い
つ

で
も
行
政
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
５
月
は
、
国
・
県
・

市
町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

推
進
す
る
「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ

ス
推
進
月
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
や
Ｊ

Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
苦
情
、
要
望
も
積
極
的
に
受

け
付
け
ま
す
。

日
頃
、
お
気
付
き
の
点
を
遠
慮
な

く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
17
日
〜
23
日
は

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」　
で
す大熊和子さん 加納光明さん

区（町内会）組織に
加入しましょう

区（町内会）組織に
加入しましょう

今、「阪神・淡路大震災」を機に、地域

住民の日常におけるコミュニティ活動の重

要さが再認識されています。

ぜひ区（町内会）組織に加入し、地域づく

り、コミュニティづくりにご参加ください。

問い合わせ＝総務課　 内線３２２・３２３
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◎防災行政無線（屋外放送）は、窓を開けるか、外へ出て聴いてください。

こちらは広報みずなみです。

５月の夕方６時の音楽は

「みかんの花咲く丘」です。

「みかんの花が　咲いている　思い出の道

丘の道　はるかに見える　青い海

お船がとおく　かすんでる」

瑞
浪
勤
労
者
山
岳
会
で
は
、　「
屏
風

山
」
に
登
山
道
の
清
掃
・
整
備
を
し

な
が
ら
登
る
「
屏
風
山
ク
リ
ー
ン
ハ

イ
ク
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
自
然
や
郷
土
を
愛
す
る
方
の
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
＝
６
月
７
日

８
時
〜
15
時

◆
集
合
＝
瑞
浪
市
役
所
前
　
８
時

◆
持
ち
物
＝
弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

雨
具
、
手
袋
、
ご
み
袋
な
ど

◆
申
込
先
＝
５
月
30
日
ま
で
に
高
木

雅
信
（

６
８
―
２
４
１
６
）
へ

屏
風
山

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

参
加
者
募
集

野村　裕規
ひ ろ き

くん（２歳）

小木曽　里沙
り さ

さん（２歳）

裕規くんは、ちょっぴり甘えん坊で、

車のおもちゃで遊ぶのが大好きな男の

子。里沙さんは、明るくて元気な女の

子です。

おかあさんたちは、素直で優しい子

に育ってほしいと話していました。

－陶 児 童 館－

日
吉
町
に
伝
わ
る
「
半
原
操
り
人

形
浄
瑠
璃
」
（
県
指
定
無
形
民
族
文

化
財
）
が
４
月
12
日
、
半
原
の
日
吉

神
社
の
例
祭
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日

は
、
市
内
外
か
ら
家
族
づ
れ

ら　
約　
三　
百　
人　
が　
見　
物　
に　
訪　
れ　
、　

小
学
生
ら
が
演
ず
る
三
番
叟

の
素
踊
り
や
青
年
部
に
よ
る

式
三
番
叟
の
奉
納
に
、
盛
ん

に　
拍　
手　
を　
送　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

最
後
に
、
半
原
操
り
人
形

浄
瑠
璃
保
存
会
に
よ
る
絵
本

太　
功　
記　
十　
段　
目　
が　
上　
演　
さ　
れ　
、　

巧
み
に
人
形
を
操
る
伝
統
の

妙
技
に
、
み
な
さ
ん
は
す
っ

か　
り　
魅　
了　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

▲式三番叟を奉納する青年部のみなさん

●
第
一
回

５
月
16
日

13
時
か
ら

《
講
師
＝
佐
藤
　
圭
氏
》

『
朝
倉
氏
と
土
岐
氏
…
十
代
守
護

土
岐
頼
武
の
謎
に
迫
る
』

●
第
二
回

６
月
20
日

15
時
か
ら

《
講
師
＝
菊
池
紳
一
氏
》

『
北
条
氏
と
土
岐
氏
…
御
家
人
か

ら
守
護
へ
の
道
が
始
ま
っ
た
』

●
第
三
回

８
月
15
日

15
時
か
ら

《
講
師
＝
柏
木
隆
法
氏
》

『
美
濃
土
岐
氏
の
家
臣
団
…
奥
村

氏
、
土
岐
市
大
富
の
里
に
住
す
』

●
第
四
回

９
月
19
日

15
時
か
ら

《
講
師
＝
山
内
　
譲
氏
》

『
四
国
伊
予
の
土
岐
氏

…
ぬ
え
伝
承
と
四
国
遍
路
』

●
第
五
回

10
月
17
日

15
時
か
ら

《
講
師
＝
山
口
純
男
氏
》

『　
上　
総　
土　
岐　
氏　
の　
系　
譜　
考　
証　
…　
土　
岐　

頼　
芸　
、　
道　
三　
に　
追　
わ　
れ　
寄　
寓　
せ　
り　
』　

●
第
六
回

11
月
28
日

15
時
か
ら

《
講
師
＝
永
井
　
寛
氏
》

『
美
濃
源
氏
土
岐
一
族
な
り

…
明
智
光
秀
の
実
像
』

◆
会
場
＝
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

美
濃
源
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

６
８
―
３
１
４
２

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
正
村
喜
子
様
＝
か
ら
く
り
時
計
ス

モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
ズ
７
台
、

児
童
福
祉
の
た
め
に

▼
瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
会
長
長
谷
川
信
次
）
様
＝
三
万

七
千
六
百
十
円
、
釜
戸
中
学
校
図

書
購
入
費
と
し
て
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美濃のやきもの○12

瑞浪陶磁資料館

江
戸
時
代
中
期
に
は
、
灰
釉
、

黒
釉
、
あ
め
釉
な
ど
の
陶
器
が

あ
り
ま
す
が
、
備
前
の
陶
器
を

写
し
た
釉
調
の
陶
器
も
焼
成
さ

れ
ま
し
た
。

備
前
の
陶
器
は
土
そ
の
も
の

が
茶
色
で
す
が
、
美
濃
で
は
白

い
土
で
陶
器
を
つ
く
り
、
う
わ

薬
（
釉
薬
）
に
べ
に
が
ら
（
酸

化
鉄
）
を
使
っ
て
備
前
風
に
し

て
あ
り
ま
す
。

主
に
徳
利
が
作
ら
れ
て
お

り
、
表
面
を
く
ぼ
ま
せ

て
布
袋
様
の
形
を
張
り

付
け
た
り
、
細
か
い
糸

目
模
様
を
付
け
た
り
し

て
い
ま
す
。
一
見
し
た

と
こ
ろ
備
前
の
徳
利
に

見
え
ま
す
が
、
実
は
美

濃
焼
の
徳
利
で
す
。

「
形
象
埴
」
と
呼
ば
れ
る
愛
知
さ
ん
の
陶
人
形
は
、

埴
輪
の
技
法
を
現
代
感
覚
と
融
合
さ
せ
、
そ
の
素
朴
さ
、

奔
放
さ
な
ど
、
古
代
埴
輪
と
も
違
っ
た
創
造
性
を
も
つ

作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
陶
土
の
作
り
方
や
焼
き

方
に
独
自
の
工
夫
が
凝
ら
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
技
法

に
よ
り
、
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

『愛知文明陶象展』

～埴
は に

の歌が聞こえる～

５月10日 ～６月７日

企画展

基
本
訓
練
に
取
り
組
む
み
な
さ
ん

市
消
防
団
の
幹
部
訓
練
が
４
月
19

日
、
市
民
公
園
い
こ
い
の
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
活
力
あ
る
消
防
団

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
団
員
を
指
導
す

る
立
場
に
あ
る
幹
部
が
基
本
に
も
ど

り
改
め
て
基
礎
訓
練
を
す
る
も
の

で
、
団
本
部
や
各
分
団
の
班
長
以
上

89
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
指
導
者
と
し
て
の
心

得
を
再
確
認
し
た
後
、
姿
勢
、
号
令
、

服
装
・
手
帳
点
検
な
ど
基
本
と
な
る

動
作
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
み
な
さ
ん

は
て
き
ぱ
き
と
し
た
動
き
で
、
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲シートベルト着用を呼びかける高嶋市長ら

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

期
間
中
の
４
月
10
日
、
市
役
所
前
の

市
道
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
街
頭

啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を

呼
び
か
け
、
一
人
で
も
交
通
死
者
を

減　
ら　
そ　
う　
と　
実　
施　
さ　
れ　
た　
も　
の　
で　
す　
。　

こ
の
日
は
、
高
嶋
市
長
を
は
じ
め
、

交
通
安
全
協
会
の
役
員
、
警
察
や
市

の
職
員
な
ど
約
20
名
が
「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
」
と
書
か
れ
た
旗
な
ど
を

も
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

運
転
者
・
同
乗
者
は
、
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

みずなみ青空市オープン ～新鮮野菜を食卓へ～

採れたての新鮮野菜など地元の農産物を取りそろえ、み

なさんのご来場をおまちしています。

◎みずなみ青空市〈場所＝駅前常磐パーク周辺〉

◆日時＝毎週日曜日　９時30分より

◎明賀台青空市〈場所＝明賀台ふれあい広場〉

◆日時＝第２・第４水曜日　17時より

市之瀬廣太記念美術館
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瑞
浪
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐
阜
放
送
局
で

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
新
番
組

「
土
曜
特
集
ふ
る
さ
と
皆
様
劇
場
」

の
公
開
録
画
を
実
施
し
ま
す
。

ト
ボ
け
た
味
の
芝
居
が
得
意
な
歌

手
・
前
川
清
と
大
衆
演
劇
の
人
気
ス

タ
ー
・
梅
沢
富
美
男
が
歌
に
芝
居
に

ト
ー
ク
に
大
活
躍
す
る
涙
と
笑
い
の

夢
舞
台
。

会
場
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

み
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
を
自
慢
し
て

し
ま
う
、
懐
か
し
い
匂
い
の
中
に
も

新
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
リ
ク
エ
ス
ト
歌

謡
シ
ョ
ー
で
す
。

◆
日
時
＝
６
月
11
日

開
場
17
時
30
分
／
開
演
18
時
30
分

／
終
演
20
時
30
分
〈
予
定
〉

◆
会
場
＝
歌
舞
伎
博
物
館
『
相
生
座
』

〈
日
吉
ハ
イ
ラ
ン
ド
倶
楽
部

『
尚
古
苑
』
内
〉

（
日
吉
町
８　
０　
０　
４　
―
２　
５　
）

◆
出
演
者
＝
前
川
清
、
梅
沢
富
美
男
、

ゲ
ス
ト
女
性
歌
手
１
名
、
梅
沢
劇

団
、
地
元
出
演
者

◆
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
①
住
所
、
②
氏

名
、
③
年
齢
、
④
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、

５
０
０
―
８
５
５
４

岐
阜
市
京
町
２
―
３
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐

阜
放
送
局
「
ふ
る
さ
と
皆
様
劇
場
」

係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
往
復
は
が
き
は
、
１
枚
で
１
名

様
有
効
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切
＝
６
月
１
日

必
着

◆
放
送
予
定
＝
７
月
４
日

19
時
30
分
〜
20
時
43
分

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
（
全
国
放
送
）

◆
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐
阜
放
送
局
　

０
５
８

―
２
６
４
―
４
６
１
１
〈
代
表
〉

◆
申
込
期
間

５
月
６
日

〜
５
月
13
日

◆
受
験
資
格
＝
昭
和
46
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
52
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

◆
試
験
の
程
度
＝
大
学
卒
業
程
度

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

詳
し
い
日
程
や
応
募
方
法
に
つ
い

て　
は　
、　名　
古　
屋　
国　
税　
局　
人　
事　
第　
二　
課　
試　

験
係　（

０　
５　
２　
―
９　
５　
１　
―
３　
５　
１　

１　
内
線
３　
４　
５　
０　
）　ま
た
は
多
治
見
税

務
署
総
務
課　（　

２
２
―
０　
１　
０　
１　
内

線
26  
）　へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲美濃歌舞伎博物館「相生座」

◎市民公園『こいのぼり祭』

◆期間＝５月３日 ～５日

◆場所＝市民公園

◆照会先＝文化施設課

68－7710 

◎愛知文明『陶象展』

◆期間＝５月10日 ～

６月７日

◆場所＝市之瀬廣太記念美術館

◆照会先＝文化施設課

68－7710 

◎PIANO STORIEＳ '98

久石譲コンサート

◆期日＝５月14日 19時開演

◆場所＝総合文化センター

◆照会先＝生涯学習課

68－5281 

◎みずなみ文化芸術祭

◆期日＝５月23日 ・24日

◆場所＝総合文化センター

◆照会先＝生涯学習課

68－5281 

◎瑞浪陶芸協会作品展

◆期間＝５月31日 まで

◆場所＝瑞浪陶磁資料館

◆照会先＝瑞浪陶磁資料館

67－2506

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

受
験
者
募
集

福祉の仕事に関心を持つあなたへ
あなたの「やさしさ」「あったかーい心」で福

祉マンパワーをめざし、福祉の仕事にチャレンジ

してみませんか。福祉人材バンクでは、福祉関係

の職種や職場の紹介や情報提供を行っていますの

で、お気軽にご相談ください。

◆相談時間＝月曜～金曜日　９時～16時

◆照 会 先＝東濃福祉人材バンク　 25－0294

団地名

下 山 田

名　　滝

鶴　　城

竜　　吟

公文垣内

日　　吉

所在地

山田町

土岐町

土岐町

釜戸町

釜戸町

日吉町

形　式

２ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

構　造

簡平ＰＣ造

簡２ＰＣ造

簡２ＰＣ造

簡 平 Ｂ 造

簡平ＰＣ造

簡 平 Ｂ 造

簡２ＰＣ造

簡 平 Ｂ 造

簡平ＰＣ造

簡２ＰＣ造

募集数

２

16

３

２

３

３

１

４

７

８

１

家　賃

◎　
世　
帯　
全　
員　
の　
収　
入　
お　
よ　
び　
住　
宅　
の　
規　
模　
・　

構　
造　
な　
ど　
に　
よ　
っ　
て　
決　
ま　
り　
ま　
す　
。　

応募資格 ◆市内に３カ月以上住所または勤務地があり、

かつ、市税を滞納していない方

◆現に同居または同居しようとする親族があ

り、世帯を構成する方

◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方

応募期間 ５月１日 から５月15日 まで

市営住宅入居者募集
管財課

内線324
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【
多
治
見
市
】

第
31
回
多
治
見
市
市
民
文
化
祭

日
時
…
５
月
10  
日

・　
17  
日

・　

24
日

13
時
〜

会
場
…
多
治
見
市
文
化
会
館

内
容
…
ス　
テ　
ー　
ジ　
、　劇　
団　
Ｓ　
Ｉ　
Ｎ　

公　
演　
、　合　
唱　
フ　
ェ　
ス　
テ　
ィ　
バ　
ル　
な　
ど　

照
会
先
…
多
治
見
市
文
化
会
館

２
３
―
２
６
０
０

【
土
岐
市
】

プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ

公
式
戦
（
中
日
対
近
鉄
）

期
日
…
５
月
24
日

13
時
〜

場
所
…
総
合
公
園
野
球
場

（
土
岐
市
下
石
町
）

入
場
料
…
無
料

照
会
先
…
土
岐
市
役
所
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

５
４
―
１
１
１
１

【
笠
原
町
】

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画　
『
ヘ
ラ
ク
レ
ス
』

日
時
…
５
月
９
日

①
10
時
〜
、
②
13
時
〜

会
場
…
笠
原
町
中
央
公
民
館

入
場
料
…
５　
０　
０　
円　（　
３　
歳　
以　
上　
）　

８
０
０
円
（
当
日
）

全
自
由
席

照
会
先
…
笠
原
町
中
央
公
民
館

４
３
―
５
１
５
５

三
市
一
町
イ
ベ
ン
ト
情
報

瑞 浪 市 金 融 制 度 の ご 案 内
（平成10年５月１日現在）

※中小企業小口資金融資は、信用保証料（年0 . 6 5％）が必要です。ただし、平成1 0年９月3 0日融資実行分までは、信

用保証料率から５％割り引いた金額。

◎問い合わせ　経済環境部商工課（ 内線４８１・４９９）

制　度　名

融 資 対 象 者

資 金 使 途

限 度 額

融 資 期 間

利　　　　率

返 済 方 法

担　　　　保

保 証 人

申 込 窓 口

取扱金融機関

一括返済または均等月賦返済

無担保

原則として必要なし。市民

税所得割がない場合は必要。

瑞浪市役所商工課

瑞浪商工会議所

十六銀行

岐阜銀行

東濃信用金庫

瑞浪商工信用組合

大垣共立銀行

岐阜県労働金庫

陶都信用農業協同組合

岐阜県労働金庫

陶都信用農業協同組合

十六銀行

岐阜銀行

東濃信用金庫

瑞浪商工信用組合

大垣共立銀行

金融機関の所定の方法による 金融機関の所定の方法による

金融機関の所定の方法による 原則として土地・建物

一括返済または均等月賦返済

もしくはボーナス併用返済

均等月賦返済またはボーナ

ス併用返済

７５０万円

10カ月～96カ月

２．０％

１００万円

５年以内

３．４９％

５００万円

20年以内

３．２９％

①市内に店舗、工場または

事業所を有し、１年以上

引き続き同一事業を営

み、常時使用する従業員

数が 2 0人以下の個人お

よび法人の方

②市民税が課税され、完納

している方

◎運転資金、設備資金

市内に１年以上居住し、

事業所に勤務している方

◎生活資金

①市内に１年以上居住し、

同一事業所に１年以上継

続して勤務している方

②必要な自己資金を有し、安

定継続した年収がある方

③融資対象住宅に同居親族

を有する成年者で、償還期

日満了時に65歳以下の方

④市税を完納している方

◎住宅の新築・増改築資金

中小企業小口資金融資 勤労者生活資金融資 勤労者住宅資金融資
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▲日本消防協会長表彰を受ける加藤博一さん＝消防団入退団式にて

平
成
10
年
度
の
瑞
浪
市
消
防
団
入
退
団
式
が
４
月
５
日
、
樽
の

上
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
市
消
防
団
は
、
総
勢
四

百
三
十
二
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
昼
夜
を
問
わ
ず
献
身
的
に
努
め
ら
れ
退
団
さ

れ
た
四
十
三
名
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

新
た
に
入
団
さ
れ
た
五
十
名
の
み
な
さ
ん
、
退
団
さ
れ
た
方
々

の
意
思
を
継
ぎ
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

辞
令
を
受
け
た
方
は
、
次
の
み
な

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

●
団
本
部

副
団
長
＝
永
井
良
幸

●
音
楽
隊

団
員
＝
吉
川
克
代

●
第
一
分
団

分
団
長
＝
厚
見
　
研

団
員
＝
宮
地
　
敦
、
酒
井
俊
一
、

小
木
曽
良
平
、
安
江
博
幸
、
橋
本

和
也
、
加
藤
征
樹
、
吉
川
冬
木

●
第
二
分
団

副
分
団
長
＝
大
竹
和
夫

部
長
＝
小
栗
英
雄
、
知
原
勝
美

班
長
＝
小
倉
富
晴

団
員
＝
小
栗
洋
二
、
田
中
伸
尚
、

渡
辺
勝
昭
、
加
藤
　
東

●
第
三
分
団

部
長
＝
奥
村
敏
郎

団
員
＝
大
内
雅
文
、
大
竹
康
文
、

棚
橋
　
悟

●
第
四
分
団

副
分
団
長
＝
高
木
正
光

部
長
＝
工
藤
重
樹

班
長
＝
沢
井
敏
晴

団
員
＝
加
納
博
文

●
第
五
分
団

部
長
＝
薮
崎
竹
夫
、
伊
藤
整
志
、

野
村
伸
介
、
河
野
信
介

班
長
＝
築
山
勝
人
、
小
木
曽

幸
治
、
加
藤
崇
、
加
藤
泰
治
、

加
藤
雅
章
、
河
野
　
聡

団
員
＝
大
沢
浩
司
、
景
山
善
次
、

安
藤
功
二
、
小
木
曽
圭
太
、
加
藤

一
成
、
加
藤
義
文
、
緑
川
寛
之

●
団
本
部

副
団
長
＝
大
島
忠
和
、
成
瀬
　
修

●
第
一
分
団

分
団
長
＝
永
冶
高
三

副
分
団
長
＝
石
田
智
久

班
長
＝
永
井
誠
、
田
中
一
成
、

水
野
義
久

●
第
二
分
団

班
長
＝
小
栗
祐
造

●
第
三
分
団

分
団
長
＝
鈴
木
茂
雄

副
分
団
長
＝
西
戸
利
彦

部
長
＝
柘
植
巧
、
小
栗
和
己
、

長
谷
川
信
洋

班
長
＝
倉
本
康
司
、
小
木
曽
達
也
、

足
立
好
充
、
林
　
雅
博

●
第
四
分
団

部
長
＝
堀
　
正
和

班
長
＝
西
尾
治
徳
、
勝
股
康
広

●
第
五
分
団

部
長
＝
伊
藤
賀
一
、
小
木
曽
武
嗣
、

羽
柴
洋
二
、
羽
柴
秀
一

班
長
＝
中
山
幸
士
、
景
山
智
生
、

鰐
部
光
二
、
勝
　
昭
弘
、
小
島

浩
二
、
安
藤
千
尋
、
河
野
桂
司
、

羽
柴
隆
也
、
羽
柴
郷
太

●
団
本
部

副
分
団
長
＝
大
山
一
男

●
音
楽
隊

団
員
＝
土
屋
奈
美

●
第
一
分
団

部
長
＝
柴
田
浩
治
、
成
瀬
浩
二

班
長
＝
加
藤
誠
二
、
山
内
喜
代
志
、

伊
藤
正
彦

団
員
＝
今
井
　
聡
、
森
本
英
明
、

森
本
正
則
、
日
比
野
愛
幸
、
鈴
木

明
祥
、
原
　
靖
彦
、
笹
川
和
彦
、

橋
本
武
、
早
瀬
和
幸
、
奥
村
英
次
、

森
　
健
一
、
有
賀
伸
明
、
堀
田

博
隆
、
成
瀬
広
厚
、
水
野
裕
士

●
第
二
分
団

副
分
団
長
＝
渡
辺
研
二

部
長
＝
加
藤
正
行
、
小
栗
好
彦

団
員
＝
小
木
曽
正
浩
、
伊
藤
正
司
、

伊
藤
太
郎
、
青
木
伸
一
郎

●
第
三
分
団

団
員
＝
稲
垣
幸
雅
、
鈴
木
一
正
、

大
竹
　
真
、
則
武
正
人

●
第
四
分
団

副
分
団
長
＝
岩
島
英
次

団
員
＝
大
島
宜
浩
、
吉
田
敏
明
、

中
山
大
樹
、
正
村
敏
郎
、
成
瀬
真

●
第
五
分
団

団
員
＝
後
藤
一
郎
、
太
田
正
広
、

鈴
木
貴
志
、
伊
藤
将
太
、
加
藤

清
彦
、
小
木
曽
博
司
、
藤
原
一
成
、

沼
田
成
仁
、
羽
柴
大
志
郎
、
河
野

仁
一
、
伊
藤
啓
次

退
　
団
　
者

階
級
変
更
者

入
　
団
　
者
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●
日
時
…
５
月
11
日

10
時
〜
15
時

●
場
所
…
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

●
日
時
…
５
月
21
日

10
時
〜
15
時

●
場
所
…
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

●
日
時
…
５
月
６
日

・
13
日

・

20
日

・
24
日

・

６
月
３
日

10
時
〜
16
時

●
場
所
…
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

●
日
時
…
５
月
19
日

10
時
〜
15
時

●
場
所
…
市
役
所
　
市
民
相
談
室

●
日
時
…
５
月
21
日

10
時
〜
15
時

●
場
所
…
市
役
所
　
市
民
相
談
室

●
日
時
…
５
月
１
日

・
11
日

・

22
日

・
６
月
１
日

９
時
〜
12
時

●
場
所
…
市
役
所
　
市
民
相
談
室

●
日
時
…
５
月
６
日

・
13
日

・

20
日

・
27
日

・

６
月
３
日

13
時
〜
17
時

●
場
所
…
市
役
所
　
市
民
相
談
室

●
日
時
…
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

９
時
〜
16
時

●
場
所
…
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

●
日
時
…
５
月
７
日

・
11
日

・

18
日

・
25
日

・

６
月
１
日

10
時
〜
15
時

●
場
所
…
ハ
ー
ト
ピ
ア
　
相
談
室

身
体
障
害
者
相
談

福
祉
課
　

内
線
１
０
３

無
料
税
務
相
談

税
務
課
　

内
線
１
２
０

教
育
相
談

学
校
教
育
課
　

内
線
４
８
８

住
宅
修
繕
相
談

都
市
計
画
課
　

内
線
２
４
７

結
婚
相
談市

民
課
　

内
線
１
０
５

人
権
・
法
律
相
談

市
民
課
　

内
線
１
０
５

行
政
相
談市

民
課
　

内
線
１
０
５

相

談

コ

ー

ナ

ー

高　
年　
齢　
者　
職　
業　
相　
談　
室　

商
工
課
　

内
線
４
８
１

心
配
ご
と
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
　

６
８
―
４
１
４
８

● 斎場のお休み ●

●休場日＝５月６日 ・12日 ・

18日 ・24日 ・29日 ・

６月４日

●問い合わせ＝市民課

内線１０７

今

月

の

納

期

○
市
県
民
税
（
特
別
徴
収
）

４
月
分

５
月
11
日

○
軽　
自　
動　
車　
税　

定
期
分

６
月
１
日

○
国
民
健
康
保
険
料

５
月
分

６
月
１
日

○
国
民
年
金
保
険
料

５
月
分

６
月
１
日

○
水
道
料
金
・
下
水
道
料
金

４
月
分

６
月
１
日

赤
十
字
社
資

募
集
の
お
願
い

狂
犬
病
予
防
注
射

追
加
日
程

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
赤
十
字
活

動
を
さ
ら
に
充
実
す
る
た
め
に
、
社

資
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
『
す
べ
て
の
人
々
に
人
間

の
尊
厳
を
』
を
国
際
標
語
に
、
５
月

１
日
か
ら
の
一
カ
月
間
を
「
赤
十
字

運
動
月
間
」　と
定
め
、　全
国
一
斉
に
社

員
加
入
増
強
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

広
く
市
民
の
方
々
に
赤
十
字
精
神

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
の

事
業
に
対
す
る
積
極
的
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
一
般
社
資
＝
一
世
帯
…
四
三
〇
円

◎
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

内
線
１
０
１

※
協
力
の
取
り
ま
と
め
を
各
地
区
の

区
長
会
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
期
日
＝
６
月
４
日

日
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

…
９
時
50
分
〜
10
時
20
分

釜
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

（
裏
駐
車
場
）

…
10
時
40
分
〜
11
時
10
分

稲
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

…
11
時
30
分
〜
12
時
00
分

陶
産
業
セ
ン
タ
ー

…
13
時
30
分
〜
14
時
00
分

保
健
セ
ン
タ
ー

…
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
料
金
（
１
匹
に
つ
き
）

●
新
規
の
場
合　
…　
６　
、　０　
７　
０　
円　

●
登　
録　
済　
の　
場　
合　
…　
３　
、　０　
７　
０　
円　

※
４
月
１
日
に
送
付
し
た
ハ
ガ
キ
と

愛　
犬　
手　
帳　
を　
持　
参　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

◆
照
会
先
＝
環
境
課

内
線
４
９
０

◆
日
時
＝
５
月
19
日

10
時
か
ら
14
時
ま
で

◆
場
所
＝
ハ
ー
ト
ピ
ア

◆
診
療
科
目
＝
耳
鼻
咽
喉
科

◆
相
談
員
＝
耳
鼻
咽
喉
科
医
師

◆
相
談
内
容

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
新
規
交
付

お
よ
び
程
度
変
更
の
た
め
の
診

断
書
作
成

○
補
装
具
（
補
聴
器
等
）
の
処
方
、

適
合
判
定

○
そ
の
他
更
生
相
談

◆
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

内
線
１
０
３

●
一
般
対
象
〈
高
校
生
〜
59
歳
〉

６
月
12
日

18
時
〜

６
月
21
日

13
時
30
分
〜

６
月
27
日

13
時
30
分
〜

●
60
歳
以
上
対
象
…
随
時

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

市
民
体
育
館

６
８
―
０
７
４
７

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

東
濃
県
税
事
務
所

か
ら
の
お
願
い

平
成
10
年
度
の
自
動
車
税
の

納
期
限
は
６
月
１
日
で
す
。

期
限
内
に
納
税
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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リハビリ教室のご案内

◆対象者＝4 0歳以上で、脳卒中などの病気で身体に障害

のある方。

◆申し込み＝電話で保健センターへ

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 〈場所＝保健センター　料金＝無料〉

ウォ－キングをしましょう！

あなたは自分が１日にどのくらい歩いているのか知っ

ていますか。万歩計を持っている人は、自分の歩数を知

るためにも一度計ってみるといいでしょう。

健康のための１日の目標歩数は１万歩といわれていま

す。日常生活で5 , 0 0 0～6 , 0 0 0歩位は歩いているといわ

れています。（ちなみに3 0分歩くと、約3 , 0 0 0歩になる

といわれています。）自分にはとてもそんな時間はないと

思っている人も、エレベーターなどはなるべく使わず階

段を使う、近所なら車を使わず歩いていくなど、日常生

活の中で意識して歩くようにしましょう。

歩くといっても、ただ漠然と歩いたのでは運動効果は

ほとんどありません。いつもよりも少し速いペース・広

い歩幅で歩くようにしましょう。

健診・相談名

中 期 ・ 後 期 離 乳 食 相 談

1 2 カ 月 児 健 康 相 談

３ 歳 児 健 康 診 査

４ カ 月 児 健 康 診 査

３歳２カ月児歯みがき教室

３歳６カ月児歯みがき教室

４ 歳 ・ ４ 歳 ６ カ 月 児

歯 み が き 教 室

実施日

５月13日

５月19日

５月22日

５月26日

５月21日

５月27日

５月29日

受付時間

13時30分～15時

９時30分～11時

12時30分までに

お集まりください

13時30分～14時

９時～11時

対　象　者

生後７カ月以降の乳児

平成９年５月生まれの子

平成７年４月生まれの子

平成10年１月生まれの子

平成７年３月生まれの子

平成６年11月生まれの子

平成６年５月生まれの子

平成５年11月生まれの子

そ　　の　　他

電話などで予約が必要です。

母子健康手帳をご持参ください。

母子健康手帳をご持参ください。

尿検査があります。

早朝尿（5 0 c cぐらい）、歯ブラシ、母子

健康手帳をご持参ください。

母子健康手帳をご持参ください。

フッ素塗布、歯の汚れ検査があります。

※母子健康手帳・使用中の歯ブラシを

ご持参ください。

※汚れてもいい服装でおいでください。

月曜友の会

市民福祉　あ

センター

（ハートピア）

５月11日

５月18日

６月１日

６月８日

６月15日

５月８日

６月19日

13時30分～

15時30分

９時30分～

11時30分

９時30分～

11時30分

場　　所 期　日 時　　間

まつの木会
サニーヒルズ

みずなみ

母子健康手帳の交付

５月６日・13日・20日・27日

６月３日・10日（毎週水曜日）

９時3 0分までに保健センターにお集まりください。

※印鑑をご持参ください。

※初妊婦の方は交付後30分程度のお話があります。

大麻・けしの撲滅運動 ５/１～６/30

大麻・けしに係る事犯

は、青少年層を中心に増加

しています。

不正栽培、または自生す

る大麻・けしを発見した場

合は、保健所または警察署

などに連絡してください。

こんなふうに歩こう

かかとから

着地

ひざを伸ばす

腹部を引き締める

肩の力を抜く
背すじを伸ばす

あごは引き、

まっすぐ前を見る


